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五
十
四
年
八
月
宇
治
市
議
会
臨

時
会
が
、
八
月
二
十
九
日
に
開
か

れ
ま
し
た
（
会
期
一
日
間
）
。

こ
の
臨
時
会
に
は
、
市
立
菟
這

第
二
小
学
校
校
｀
昂
改
築
工
事
に

か
か
る
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

三
号
）
お
よ
び
同
工
事
の
請
負
契

約
締
結
に
つ
い
て
の
二
議
案
が
提

出
さ
れ
、
慎
鼠
な
審
議
の
結
果
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
本
会
議
終
了
後
に
開
か

れ
た
全
員
協
議
会
で
、
山
城
学
校
．

膿
葱
狂
に
か
か
る
用
宇
治
中
学

校
校
m
築
工
事
謂
負
契
約
の
締

要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

Λ
文
教
福
祉

常
任
委
員
会
＞

○
八
月
十
三
日
・
・
・
菟
這
第
二
小
字

校
な
ど
を
視
察
し
た
ほ
か
、
同

校
の
用
地
造
屁
工
事
お
よ
ぴ
校

８
月
臨
時
会

８
月
の

委
員
会
活
勣

六
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
第
十
七

投
票
区
（
笠
取
小
学
校
）
と
第
十
八

投
票
区
（
笠
取
第
二
小
学
校
）
は
午

後
五
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

投
票
場
所

不
在
者
投
票

舎
建
殴
工
事
の
予
定
、
南
宇
治

中
学
校
の
校
｀
昂
築
工
事
な
ど

に
つ
い
て
の
報
告
を
受
け
ま
し

た
。

○
八
月
三
十
日
～
九
月
一
日
・
・
・
文

行
っ
て
投
票
す
る
の
が
原
則
で
す
。

し
か
し
、
投
票
日
の
当
日
、
仕
事

や
旅
行
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
事
情

で
、
投
塞
町
に
行
け
な
い
人
の
た
め

に
不
在
者
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。

不
在
者
投
票
で
き
る
の
は
、
土
曜

日
・
日
曜
日
・
祝
日
を
含
め
九
月
十

七
日
か
ら
十
月
六
日
ま
で
で
、
時
局

は
午
前
八
時
半
か
ら
午
後
五
時
ま
で

で
す
。
印
鑑
持
参
の
う
え
、
市
役
所

三
階
の
選
挙
管
理
委
員
会
へ
。

ま
た
、
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

で
Ｊ
Ｒ
定
さ
れ
て
い
る
施
殷
に
お
ら
れ

る
人
は
、
そ
の
施
設
の
管
理
者
や
職

員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

さ
ら
に
、
身
体
障
害
章
ｉ
や
戦

2
1
日
か
ら
清
掃
週
間

み
ん
な
の
ゴ
ミ
問
題

九
月
二
十
四
日
は
清
掃
の
日
－

こ
の
機
会
に
、
も
っ
と
ゴ
ミ
に
つ
い

て
考
Ｘ
て
み
ま
し
ょ
う
。

◇

ゴ
ミ
と
は
、
誰
も
利
用
で
き
な
く

な
っ
た
不
用
物
や
汚
物
な
ど
で
、
ほ

か
な
ら
ぬ
私
た
ち
人
間
が
つ
く
っ
て

い
る
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
誰
か
が
利
用

で
き
れ
ば
、
ゴ
ミ
は
ゴ
ミ
で
な
く
な

る
と
い
え
ま
す
。
た
と
え
ば
、
台
所

か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
は
植
木
な
ど
の
肥

料
に
な
り
、
古
着
は
ぞ
う
き
ん
に
も

利
用
で
き
ま
す
。

毎
年
増
え
続
け
る
ゴ
Ｓ
Ｘ
｜
そ
れ

は
ゴ
ミ
を
出
す
人
口
が
増
加
し
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
の
牛
居
が

豊
か
に
な
る
の
に
と
も
な
い
、
安
易

な
使
い
捨
て
や
食
べ
残
し
な
ど
が
多

く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
原
因
の
一
つ
‘

で
す
。

現
在
、
宇
治
市
は
じ
め
近
隣
三
市

二
町
で
構
成
し
て
い
る
城
南
衛
生
管

理
組
合
の
管
内
か
ら
出
る
燃
え
る
ゴ

ミ
の
量
は
、
一
日
で
約
一
六
〇
ｙ
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
ゴ
ミ
を
処
理
し
て

い
る
清
掃
工
場
（
拡
陽
市
長
谷
山
）

は
、
一
日
に
一
一
〇
ｙ
の
処
理
能
力

で
す
。
こ
の
工
場
が
つ
く
ら
れ
た
昭

和
四
十
三
年
当
時
は
、
十
分
な
役
割

を
は
た
し
て
い
た
の
で
す
が
、
今
で

は
焼
却
で
き
な
い
ゴ
ミ
が
毎
日
五
〇

教
施
策
お
よ
び
掃
雀
斑
の
調

査
の
た
め
、
新
潟
市
と
高
崎
市

（
群
馬
県
）
を
視
察
し
ま
し
た
。

新
広
域
市
町
村
岡
対
策

特
別
委
員
会

○
八
月
二
十
日
・
・
・
大
都
市
周
辺
地

域
広
域
行
政
圏
に
関
連
す
る
五

市
五
町
の
首
長
に
よ
る
視
察
結

果
お
よ
ぴ
圏
域
設
定
に
対
す
る

市
の
方
針
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
た
の
ち
、
圏
域
の
設
定
を
要

請
す
る
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
了

承
し
ま
し
た
。

立
会
演
説
会

ｙ
も
出
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
実
際
上
パ
ン
ク
し

て
い
る
ゴ
ミ
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
は
、
一
日
皐
く
、
最
新
の
設
備

と
将
来
的
に
む
干
分
な
処
理
能
力
を

も
っ
た
清
掃
工
場
の
建
設
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
市
で
は
、
。
燃
え
る

ゴ
ミ
の
週
二
回
収
集
’
実
施
に
引
続

き
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
晏
望
に

こ
た
え
て
、
今
年
七
月
か
ら
。
燃
え

な
い
ゴ
ミ
の
月
二
回
収
集
’
を
実
施

し
Ｃ
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
參
侭
罠
要
求
と
結

び
つ
い
た
清
掃
事
業
の
向
上
に
つ
と

め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
み
な
さ
ん
も
、
資

源
を
大
切
に
す
る
意
味
で
も
、
で
き

る
だ
け
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
、
作
ら
な

い
運
励
を
さ
ら
に
強
め
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
す
。
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匡
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三
十
五
回
目
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

か
、
十
月
七
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
政
治
は
生
活
に
直
接
つ
な
が
る
も
の
で

一

す
。
ま
た
、
私
た
ち
自
身
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
、
み
ん
な
の
意
思

一
を
国
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
り
っ
ぱ
な
代
表
を
選
び
た
い
も
の
で
す
。

1
0
月
７
日
が
投
票
日

さ
る
九
月
七
日
、
内
閣
は
衆
議
院

を
解
敵
１
－
十
七
日
に
は
衆
礒
院
議

員
総
洒
苗
か
拳
ぎ
れ
、
十
月
七
日

の
投
票
日
め
ぎ
し
て
、
い
ま
活
発
な

洒
落
Ｉ
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
あ
わ
せ
て
最
高
慾
餅
裁
判

官
国
民
審
査
も
i
ｔ
ｃ
れ
ま
す
。

民
主
主
義
に
よ
る
政
治
は
、
私
た
’

ち
国
民
が
主
人
公
で
す
。
民
主
政
治

忿
器
官
せ
、
私
た
ち
の
生
活
を
よ

り
よ
く
し
て
い
く
た
め
に
は
、
な
に

よ
吟
£
肴
権
者
の
み
な
さ
ん
の
投
票

が
大
切
と
な
り
ま
す
。

投
票
で
き
る
人

投
票
時
問

こ
ど
も
手
づ
く
り
文
化
祭

親
子
そ
ろ
っ
て
集
ま
ろ
う

今
年
は
国
際
児
童
年
－
市
教
育

委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
物
を

作
る
喜
ぴ
を
知
っ
て
ｆ
い
ら
い
、
心
の

豊
か
な
人
間
に
成
長
す
る
よ
’
つ
に
と

「
こ
ど
も
手
づ
ぐ
り
文
化
祭
」
を
開

き
ま
す
。

▽
と
き
・
・
・
９
月
2
3
日
（
日
）
と
2
4

日
（
祝
）

▽
会
場
と
催
物

＜
宇
治
小
学
校
V

2
3
日
正
午
か
ら
岡
屋
小
鼓
笛
隊
。

用
部
小
パ
ト
ン
ト
ワ
ラ
、
木
幡
中

プ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
人
形
劇
、
午
後

１
時
半
か
ら
映
圓
上
映
。
2
4
日
午

後
１
時
か
ら
「
手
づ
く
り
コ
ー
ナ

’
‘
」
。

＜
市
民
会
館
＞

2
3
日
午
後
１
時
か
ら
「
手
づ
く
り

つ
Ｉ
カ
ー
」
。
2
4
日
午
前
1
0
時
か

ら
、
映
画
上
映
。
1
1
時
半
か
ら
、

北
宇
治
中
・
宇
治
中
プ
ラ
ス
パ
ン

ド
、
三
室
戸
小
児
童
合
唱
、
児
童

劇
。

＜
小
倉
小
学
校
＞

｀
冒
午
後
１
時
か
ら

コ
ー
ナ
ー
」
。
2
4
日
正
午
か
ら
、

伊
勢
田
小
鼓
笛
隊
、
西
宇
治
中
プ

ラ
ス
パ
ン
ド
、
酉
小
倉
文
庫
人
形

劇
、
午
後
１
時
半
か
ら
映
画
上
映

そ
の
他
、
児
童
や
生
徒
が
夏
休
み

中
に
製
作
し
た
作
品
の
展
示
（
各
会

場
と
も
2
3
日
午
前
1
1
時
か
ら
）
。

映
画
は
各
会
場
と
も
「
チ
’
チ
ェ

メ
’
一
号
の
冒
険
」
を
上
映
。

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と
い
っ
し

よ
に
ぜ
ひ
き
て
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
の
作
品
展
示
（
笠
取
小
で
）
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万第

子
ど
も
と
老
人
を
守
ろ
う

秋
の
交
通
安
全
運
動
（
９
月
２
日
～
3
0
日
）

こ
と
し
も
、
秋
の
交
通
安
全
運
動

が
九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で

全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。
宇
治

市
内
で
は
、
こ
と
し
一
月
か
ら
八
月

末
ま
で
に
交
通
事
故
が
四
五
六
件
も

発
!
ｉ
}
Ｕ
’
こ
の
う
ち
五
四
六
人
が
負

傷
し
て
い
ま
す
。

こ
の
交
通
事
故
の
被
害
者
は
ほ
と

ん
ど
が
子
ど
も
と
老
人
で
す
。
ま
た

ミ
ニ
パ
イ
ク
に
幼
児
を
東
せ
て
さ
っ

そ
う
と
走
る
婦
人
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
ミ
｛
一
バ
イ
ク
に
よ
る

事
故
も
増
え
て
い
ま
す
。
「
曲
り
か

ど
で
は
Ｉ
た
ん
停
止
」
な
ど
基
本
的

な
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
宇
治
市
交
通
安
全
対
策
協

議
会
を
中
心
に
、
①
歩
行
者
と
く
に

吊
ど
な
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止
、

②
自
転
軍
利
用
者
お
よ
ぴ
二
輪
車
乗

用
者
の
交
通
事
故
防
止
、
③
安
全
運

転
の
確
保
と
シ
Ｌ
ト
ベ
ル
ト
着
用
の

推
進
な
ど
三
つ
を
重
点
に
運
助
を
す

す
め
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
市
民

み
ん
な
で
交
通
事
故
の
防
止
に
取
り

ミ
ニ
バ
イ
ク

乗
り
方
教
室

・
c
≫
i
i
r
≪
3
t
ｎ
（
土
）
午
後
１
時
半
か

ら
、
大
″
ハ
保
自
助
車
教
習
所
で
。

・
９
月
2
3
日
（
日
）
午
前
1
0
時
か
ら

1
2
時
半
ま
で
、
申
小
倉
小
学
校
で

バ
イ
ク
を
す
で
に
持
っ
て
い
る
人

が
対
象
で
、
参
加
料
は
無
料
で
す
。

ニ
会
場
と
も
先
着
百
人
ま
で
で
す
。

な
お
、
大
久
保
自
動
車
教
習
所
で

ｉ
・
Ｉ
！
Ｉ

児
童
文
学

講
演
会

辛
μ
石
に
読
書
の
楽
し
さ
を
教
え

る
た
め
に
Ｉ
と
公
民
館
と
児
童
文

学
サ
ー
ク
ル
の
共
催
で
調
演
会
を
開

き
ま
哭
お
話
は
【
親
が
子
ど
も
を

本
嫌
い
に
冨
忿
】
の
著
者
で
あ
る
鳴

路
和
夫
さ
ん
で
、
「
子
ど
も
の
読
書

の
姿
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

▽
と
き
・
：
９
月
2
9
日
（
土
）

午
後
２
時
ｙ
３
時
半

▽
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
公
民
館

入
場
は
無
料
で
す
。
当
日
会
場
へ

ｍ
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
幼

児
の
遊
び
室
を
設
け
ま
す
の
で
お
子

さ
ん
づ
れ
で
来
て
く
だ
さ
い
。

（
公
民
館
）

宇
治
母
親
大
会

九
月
二
十
二
日
（
土
）
午
後
一
時

半
か
ら
五
時
ま
で
、
大
久
保
小
字
校

で
宇
治
母
親
大
会
が
開
か
れ
ま
す
。

地
域
の
早
ど
も
の
実
態
を
正
し
く

と
ら
え
、
母
観
は
ど
’
つ
受
け
と
め
れ

ぱ
よ
い
か
な
ど
考
え
合
い
ま
す
。
お

さ
そ
い
合
わ
せ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

（
交
通
労
政
課
）
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さそいあって敬老会へ

専用バス時刻表９月30日のバス順路

み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
楽
し
む

敬
老
会
の
会
場
（
御
蔵
山
小
で
）

は
臨
時
の
保
育
所
を
つ
く
り
子
ど
も

さ
ん
を
預
り
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
忿
町
交
通

労
政
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
交
通
労
政
課
）

未
就
業
看
護

職
員
の
方
へ

府
で
は
、
讐
護
婦
等
の
否
＄
m

う
Ａ
Ｈ
Ｍ
)
に
、
未
就
業
の
方
に
再
就

職
へ
の
便
宜
を
は
か
る
た
め
、
未
就

業
看
護
婦
な
ど
実
態
調
査
に
取
組
ん

で
い
ま
す
。

こ
の
調
査
の
対
象
と
な
る
人
で
、

前
回
の
調
査
（
昭
和
五
十
三
年
六
月

実
厖
）
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
以
外

の
人
は
九
月
末
日
ま
で
に
氏
名
、
生

年
月
日
、
住
所
、
電
話
番
号
、
免
許

種
別
を
宇
治
保
健
所
総
務
課
心
０
２

１
９
１
番
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
宇
治
保
健
所
）

時
代
行
列参

加
募
集

宇
治
時
代
行
列
宙
行
委
員
会
で
は

宇
治
橋
合
戦
の
高
倉
以
仁
王
や
源
慎

．
政
、
宇
治
十
帖
の
罵
大
将
'
ｆ
t
ｆ
Ｓ
に

宇
治
川
先
陣
争
い
の
佐
々
木
高
綱
や
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難

所

作
言

多
．
Ｊ
屋

宍
ご

許
岡
東

イ
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□
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だ留

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

一一
11111

一
］

一
Ｉ

そ
の
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

①
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
勧
誘
方
法
が
強

引
、
あ
る
い
は
詐
欺
的
だ
っ
た
。

②
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
脱
明
が
不
十
分

で
あ
っ
た
り
、
膀
大
だ
っ
た
た
め

商
品
が
イ
メ
ー
ジ
と
違
っ
た
。
・

③
販
売
条
件
が
不
明
確
だ
っ
た
た
め

違
約
金
な
ど
で
も
め
た
。
緬
Ｉ
Ｊ

④
菜
者
の
所
在
が
不
明
だ
っ
た
り
し

て
責
任
追
求
が
で
き
な
か
っ
た
。

な
ど
に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
な
か
に
は
思
質
な
も
の
も
あ
っ

て
、
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
″
ア
の
名
を

罰
っ
て
安
物
の
人
形
や
ぱ
ん
そ
う
こ

う
を
高
い
値
段
で
強
引
に
売
り
つ
け

る
ケ
ー
ス
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
消
費
者
を

ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
木
幡
中
学
校
で
開

き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
身
体
障
害

者
が
体
力
の
増
強
と
機
能
回
復
な
ど

を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

参
加
申
込
み
は
九
月
三
十
日
ま
で

に
福
祉
課
ま
た
は
社
会
教
育
課
へ
。

（
社
会
教
育
課
）

狂
犬
病

予
防
接
種

狂
犬
病
予
防
接
種
は
春
と
秋
の
二

回
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
生

後
三
ヵ
月
以
上
の
犬
を
飼
っ
て
い
る

人
は
必
ず
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

宮
用
は
、
春
に
登
録
し
た
犬
は
千

秋の狂犬病予防接種日程

守
る
た
め
『
訪
問
唇
霞
巴
が
設

け
ら
れ
、
こ
の
法
が
指
定
し
た
商

品
の
場
合
、
購
入
後
四
日
以
内
で

あ
れ
ば
無
条
件
で
契
約
を
解
除
で

き
る
「
ク
ー
ジ
ン
グ
ー
オ
フ
制
民

」
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
こ
の
制
度
を
知
っ

て
い
た
人
は
五
二
・
一
％
で
、
昨

年
よ
り
十
二
・
九
％
増
え
て
い
ま

アンケート
調査結果

罵

こ
の
法
律
を
知
っ
て

い
ま
す
と
、
ト
ラ
ブ
ル

に
巻
込
ま
れ
る
こ
と
も

少
な
く
な
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
不
必
要
な
も
の
は
初

め
か
ら
き
っ
ぱ
り
と
断
わ
る
男
Ｋ

を
も
つ
こ
と
が
な
に
よ
り
大
切
で

す
。訪

問
販
売
や
日
常
の
買
物
で
問

題
が
生
じ
ま
し
た
ら
、
市
徊
’
…
商

工
観
光
課
ま
で
、
ご
相
談
く
だ
さ

Ｉ
ｏ

ｒ
ｖ

（
商
工
観
光
課
）

三
百
円
。
春
に
未
登
録
の
犬
は
l
i
M
－

一
一
冒
円
で
す
。

（
保
健
衛
生
課
）
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幼
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治
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倉
り

お

宇
大
小
か

園稚幼らくざこ

今
回
は
、
六
月
に
消
費
忠
i
ｓ
モ

1
1
タ
ー
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
中
か
ら
、
「
訪
問
毘
如
」
に

つ
い
て
の
調
査
結
果
を
ご
紹
介
に
‘

ま
し
ょ
う
。

訪
問
さ
れ
た
人
の
中
で
商
品
を
買

っ
た
人
は
五
三
・
四
％
で
、
約
半
数

の
人
が
何
か
を
買
っ
て
い
ま
す
。

貿
っ
た
商
品
は
多
い
順
に
、
書
籍

◇

「
い
ろ
い
ろ
な
セ
ー

ル
ス
マ
ン
が
毎
日
の
よ

う
に
来
て
強
引
に
売
込

ふ
え
る
訪
問
販
売

書
籍
・
化
粧
品
買
っ
た
5
3
％
も

む
の
で
困
っ
て
い
る
Ｉ
」
と
い

っ
た
声
を
最
近
よ
く
聞
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
ど
れ
く
ら
い
セ
ー
ル
ス

マ
ン
の
訪
問
岑
受
け
た
こ
と
が
あ

る
か
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
調
査

件
数
四
〇
七
件
の
う
ち
約
八
割
の

家
庭
が
訪
問
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

梶
原
景
畢
な
ど
に
ふ
ん
す
名
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
参
加
費
は
一

万
円
か
ら
四
万
円
で
す
。
ま
た
、
雑

兵
や
僧
兵
、
侍
女
な
ど
参
加
費
無
料

の
人
物
も
あ
り
ま
す
。

ご
希
望
の
人
は
、
宇
治
青
年
会
議

所
（
０
３
１
７
２
番
）
へ
お
申
込
み

か
パ
だ
の
Ｏ

場
用
く
員
い

車
専
し
職
さ

停
で
越
市
だ

ス
の
お
゛
く

バ
す
で
は
て

ヽ
ノ
用
ま
ま
際
っ

項
専
し
場
の
従

事
は
発
車
・
車
に

意
ス
出
停
い
乗
示

注
バ
ら
ス
さ
ご
指

ぐ
Ｌ
２

化
粧
品
、
子
ど
も
む
け
の
本
、
ミ
シ

ン
、
避
妊
用
品
で
そ
の
他
楽
器
、
消

火
器
、
溥
具
、
編
槙
、
新
聞
な
ど
三

十
四
種
に
の
ぽ
り
ま
す
。

こ
の
商
品
を
買
っ
た
人
の
中
で
、

不
同
を
感
じ
た
、
ま
た
は
業
者
と
ト

ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
人
は
四
則
i
3
)
ｌ
Ｓ
Ｓ
>

ま
し
た
。
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（
商
工
観
光
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）

身
体
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

十
月
十
四
日
（
日
）
身
体
障
害
者

Ξ
Ξ
Ξ
Ξ
Ξ
Ξ
ヨ

敬
老
会
は
す
で
に
九
日
か
ら

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
西
宇
治

中
学
校
で
の
敬
老
会
は
十
月
七

日
心
日
）
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
日
が
衆
議
員
選
挙

の
投
票
日
と
な
り
ま
し
た
の
で

敬
老
会
を
十
月
十
日
（
祝
）
に
変

更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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